
～ 2026年3月10日

（対象者数） 30 （回答者数）
20

～ 2026年3月10日

（対象者数） 4 （回答者数）
4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・小さな変化や成長をキャッチする力を伸ばしていきます。

・保護者とのお話の内容を専用のツールを使って支援員全体

で共有をしたり会議の中により盛り込んでいきます。

・支援員同士で気付きをより共有できるように努めます。

2

・支援員それぞれから取り入れたい企画の聞き取りを実施し

ました。来年度の新たなイベントを計画しています。

3

・子どもたち、ご家族、支援員同士のコミュニケーションの

充実を図っていきます。

・研修や日々の支援の中から学びや知識を増やしていきま

す。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・前年度に引き続き取り組みが甘かった部分です。今までの

支援の方向性も大切にしながら、長期休みの前には議題にあ

げ、休日・長期休みの活動に合わせた検討を目標にします。

2

・需要等、取り組みに対してのアンケートの実施

3

情報発信先を調べ、定期的な発信をします。

○事業所名 児童デイniko

○保護者評価実施期間
2026年3月1日

○保護者評価有効回答数

2026年3月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年3月10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング

等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われ

ていない

情報を集められていない点

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

平日、休日、長期休暇に応じて、課題をきめ細やかに設定で

きていない。

身辺自立やコミュニケーション、社会性などスモールステッ

プで、長い目で見ながら年間を通して行っている支援が多い

点

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護

者同士の交流の機会が設けられるなど、家族への支援がされ

ているか。また、きょうだい向けのイベントの開催等によ

り、きょうだい同士の交流の機会が設けられるなど、きょう

だいへの支援がされていますか。

父母の会がない点

需要を図れていない点

ご家族へのご負担や、情報過多によってストレス与えてしま

うことを懸念

日頃からお子さんの状況を保護者と伝えあい、発達状況や課

題ついて共有し、日々の支援を行っている。

・毎日の連絡帳に事業所内でみられた様子を具体的に書くよ

うにしています。

・変化や成長を日々お伝えできるように心がけています。

・定期的にブログを更新しています。

・面談では写真と共にお子さんの様子をお伝えしています。

・ご相談をいただいた際には丁寧な対応を心がけています。

活動プログラムが固定化しないように工夫している。 ・経験、体験を大切に常に支援員それぞれからの活動アイ

ディアを集めたり、企画をしています。

・ご本人やご家族から、調理やおやつ作りの内容・外出先な

どの希望聞き取りを定期的にしています。

・お子さんやご家族と一緒にチャレンジをする思いでいろい

ろな活動を考えています。

共感的に支援を行っている。 ・自分の価値観、物差しではかることをせず、なぜ？どうし

て？○○かもしれないを一つでも多く考え、お子さんやご家

族に寄り添い理解しようとすることをチーム全体で心がけて

います。支援を省みた内容も共有するようにしています。

・児童を思う気持ち、日々の感動やユーモアも報告しあい成

長をともに喜んでいます。

事業所における自己評価総括表公表


